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挨　　　拶

岩手大学工学部　電気電子情報科会会長　佐々木喜八郎

会員の皆様には､それぞれの分野において､鋭意ご活躍のこ

とと推察いたします｡また､ ｢科会｣が昭和16年に発足してか

ら今年で66年になり､卒業生延べ5,300名､会誌｢きたかみ｣

送付の会員数が4,300名近くにもなりましたが､喜寿､米寿を

迎えられて､なお嬰鎌たる諸先輩が活躍されておられることは

慶賀にたえません｡

わが母校も官から民-変わり､新学長の指揮の下に着々と新

しい体制-と移行しており､学部間の連携をもって新しい研究

に取り組み､地域連携推進センターの活動を始め､今年の夏には盛岡市からの出資

で工学部内に盛岡産学官連携研究センターが開設される等､地域からの期待も高まっ

ております｡

昨年は工学部-の進学希望率が低下したと報道され心配しましたが､他大学より

試験科目数の多かったのが影響したらしいと伺い安堵しました｡いずれ学生諸君に

羨望され､将来性のある魅力ある大学に成って欲しいものです｡

さて､昨年の平成18年度の東京での総会において､引き続き会長の席に留まるこ

とになり責任の重さを感じておりますが､ ｢科会｣の振興､会員の親睦等色々と問題

がある中で､過年度の仙台での総会で取り決めた卒業後10年ごとに10年会費1万

円の徴収業務が､当面先行する事務課題と思っております｡

単に会誌｢きたかみ｣で会費納入をお願いしても中々浸透せず､東京､仙台､盛

岡の各支部におきましても､如何にして会貞に浸透させていくべきか､アイデアを

出し合って努力しております｡昨年度は各支部ごとの人数割りで特別経費を配分し

て｢科会｣意識の啓発に努力頂いているところであります｡

これまでの会費徴収の結果を見ますと､

会報｢きたかみ｣で会費の納入をお願いした会員　2,824人の中で

平成16年末までに納入された会員は　772人(納入率26.2%)

となっており､年会費納入制度の当初見込み納入率50%とは､残念ながら程遠い感

じであります｡

専門学校時代から大学発足当初のクラスは70%から80%と納入率が高いのです

が､卒業年次の新しいクラスの納入率は10%程度と下がっており､このままでは将

来の｢科会｣運営に大きな影を落とすことになりかねません｡

何とぞ､別表のクラスごとの会費納入資料をご覧頂き､まだ納入されていない方々

は､同級生とも連絡をとり｢電気電子情報科会｣の将来にわたる健全な発展のため､

年会費の納入にご協力戴きたく､お願い申し上げる次第です｡

終わりに会員皆様の今後のご活躍と､ご健康を祈念してご挨拶といたします｡
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楽しい思い出の38年間
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会員の皆様には志な

くご健勝にてお過ごしの

こととお喜び申し上げま

す｡

私は､昨年(平成18年､

2006年) 3月31日定年

により退職いたしました｡

岩手大学工学部電子工

学科に着任したのは昭和43年(1968年) 4月

1日でしたので､ 38年間の長きにわたり勤務

したことになります｡もっとも私は昭和34年

(1959年) 4月岩手大学工学部電気工学科に入

学しましたので､大学院学生の5年間を除いて

も42年間直接的に岩手大学にお世話になりま

した｡

私が電気工学科に入学したのは､工学部の

前身である盛岡高等工業学校が創立(1939年)

されて20年､岩手大学工学部発足(1949)か

ら10年という時期で､いキるところに創立当

初の面影がまだ強く残っていました｡創立当時

からの草刈､鎌田､入江の3先生はご健在でし

たし､建物もほとんどが当初のままでした｡ 4

年になってAコースの大内先生･佐藤先生の

研究室に入り､佐藤淳先生のご指導を頂きまし

た｡卒業研究の内容は｢絶縁油の導電機構に関

する研究｣で､東北電力に入社した浦田寛君と

二人で丸善の7桁対数表とタイガーの手回し計

算機を頼りに､微分方程式を朝から晩まで毎日

数値解析したことが懐かしく思い出されます｡

私たちが卒業する頃は景気が良く､就職に困

ることはありませんでした｡ 4年生の学生は夏

休みに工場実習に行き､就職もそこに決めると

いうケースがほとんどでした｡私は大学院進学

を希望していましたので､実習先は会社ではな

元電気電子工学科教授　相　葉　安兵衛

く東北大学電子工学科の和田正信先生の研究室

に行き､大学院でも和田研究室で勉強しました｡

昭和30年代からしばらくは工学部の拡張時代

で､岩手大学工学部でも昭和34年に応用化学

科が新設されています｡その後､昭和38年に

機械工学第二学科､そして昭和41年には電子

工学科が設置され､さらに草刈先生が二度目の

工学部長時代の昭和43年､大学院修士課程が

設置されて電気工学専攻が誕生しています｡こ

のような時期でしたので､大学院を出てすぐ母

校に採用になったものと思っています｡岩田純

蔵先生(大学1回生)と佐藤活忠さん(現一関

高専)と一緒でした｡

電気工学科には同期の尾鷲健一さんと旗福寛

さんが勤務していたほか､学生時代に教わった

先生方や職員の皆様がおられましたので､すぐ

にとけ込むことができました｡私は一年前に着

任していた斎藤弘先生の研究室に所属し､いろ

いろご指導頂きました｡最初の年の配属学生さ

んは､大学院修士課程第一回生の1名と4年生

2名でした｡すでに現在の建物が新築されてお

り､初めての研究室は3階だったと記憶してい

ます｡私は大学院で､硫化カドミウム(CdS)

を使用した｢薄膜トランジスタ(TFT)｣の研

究を行っていましたので､ CdSとその関連材料

の薄膜の研究から着手しました｡幸い斎藤先生

の計らいで真空蒸着装置等の設備を用意するこ

とができ､それに学生さん手作りの装置で研究

を立ち上げることが出来ました｡当時､夜も昼

も研究室の立ち上げや実験に一所懸命努力して

くれた学生さんのことが思い出されます｡しば

らくして池田俊夫先生が東北大学から移ってこ

られ､私は同じ研究室でご指導頂くことになり

ましたが､間もなく馬場守先生も東芝から着任



され､研究室の充実が図られました｡そのころ

にはCdS､ CdSe膜を使った太陽電池の研究に

重点を移していました｡ TFTでも太陽電池で

も学生さんは大変がんばって沢山のデータを残

してくれましたが､学術雑誌に論文として公表

し残したものも多く､大変申し訳なく思ってい

ます｡太陽電池も発光ダイオード(LED)ち

基本的に同じ構造なので､ CdS太陽電池に電流

を流すと緑色発光するかもしれないと思い､卒

業研究の学生さんに実験してもらっていたとこ

ろ､ある日発光を確認でき､とても嬉しかった

ことを覚えています｡その後はLEDに力を入

れ研究を続けてきました｡

38年の間に沢山の卒業生が研究室を出て活

躍されています｡振り返ってみますと数々の楽

しかった思い出が浮かんできます｡研究そのも

のも楽しいことでしたが､大学以外で学生さん

と過ごした思い出が忘れられません｡大学の

創立記念日など､いろいろな機会を見つけては

岩手山､姫神山､早池峰山､兜明神岳､南昌山

などへ登りましたし､夏の三陸海岸や岩手山青

年の家での研修ゼミ､スキー､県内外の工場見

学､名所旧跡巡りなど､よく歩いたものです｡

また毎年のように学生さんと一緒に学会に参加

し､様々なところに立ち寄るのも楽しいもので

した｡ここ7-8年は学生さんと毎年国際会議

に出かけ､研究成果を発表するとともに見聞を

広めています｡

大学教員の仕事は教育と研究ということに

なっていますが､そのほかにも電気電子情報科

会(当時は電気科会)を始めとする同窓会の仕

事にも､一戸先生のお手伝いをして大分かか

わりました｡これらの仕事は意外と時間がかか

るもので､久保田賢二先生など私と組んで大変

だった方もいらっしゃるはずです｡最近大学も

同窓会の重要性を認識しだしたことは良いこと

だと思っています｡大学が純粋な国立から法人

になり､同窓生の果たす役目も一層重要になっ

てくることでしょう｡会員の皆様には工場見学､

就職､講演など､いろいろな面で大変お世話に

なり有り難うございました｡

4年ほど前､岩手県内にも工場がある｢東京

電波株式会社｣が酸化亜鉛(ZnO)の大きな結

晶を作ることに成功したので､これを使って付

加価値の高い電子デバイスの生産拠点を岩手県

に形成したいという話がありました｡ ZnOは

cdSと親戚の材料ですが､ワイドバンドギャッ

プ半導体と呼ばれるものの一つで､様々な電子

デバイスの材料として注目されています｡私は

定年が近かったので､ ZnOデバイスの研究開

発を手がけるのに気が進みませんでしたが結局

引き受けてしまい､現在四苦八苦しているとこ

ろです｡このような事情で退職後も国､県､大

学等の援助を頂きながら岩手大学地域連携推進

センターに籍を置いてZnOデバイスの研究を

続けています｡会員皆様方のご激励とご協力を

お願い申し上げます｡

大学入学当時からほぼ50年､この間に世の

中は随分変わったと感じます｡盛岡もすっかり

変わりました｡大学も大きく変わり､この先も

更に変わりそうです｡どのようになっていくの

か私にはわかりませんが､変わるたびに仕事が

増える教職員の皆様には同情を禁じ得ません｡

ご活躍をお祈り致す次第です｡

楽しみながら38年間仕事をし､無事退職で

きましたのは､ひとえに恩師の先生方､ご指導

ご協力をいただいた教職員の皆様､研究室で一

緒に勉学した卒業生の皆様そして電気電子情報

科会会員の皆様からのお世話によるものでござ

いまして､衷心からお礼を申し上げます｡

最後になりましたが､会員の皆様方のご健勝

とご活躍､また電気電子工学科､情報システム

工学科そして電気電子情報科会のご発展をお祈

り致します｡
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電気科会の思い出
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私は昭和38年(1963)

3月に電気工学科を卒

業した大学の11回生で

す｡卒業のとき草刈遜

先生と卒論の指導教官

大内三千三先生のご配

慮をいただきそのまま

電気工学科に勤務することになりました｡

当時､電気科会の仕事は卒業生である一戸英

敏先生(S17年卒)､藤田勝美先生(S27年卒)､

飯岡圭輔先生(S33年卒)方が総会の準備や名

簿の整理など､手分けしてやっておられ､私は

そのお手伝を仰せつかっておりました｡それま

での電気工学科の卒業生の数は専門学校の方が

10回まで700名ぐらい､大学は11回まで300

名ぐらい､合計1000名ぐらいでしたので総会

や役員会に出席される方々は勿論のこと､一般

の会員でもお名前を聞くと何年卒の方であるか

凡そ勘で分かったものです｡

卒業最初の年の昭和39年1月には草刈先生

の還暦祝賀会が清秀閣多賀で行なわれ尾鷲健一

さんと私が先生に赤いちゃんちゃんこをお着せ

する役目でした｡その後､大内先生の退官祝賀

会(昭和39年6月)､鎌田先生の退官祝賀会(昭

和42年6月)､入江先生の還暦祝賀会(昭和

43年3月)､草刈先生の工学部葬(昭和43年7

月)､一周忌追悼法要(昭和44年7月)などい

ろいろなことがありました｡

昭和41年の電子工学科の設置と昭和50年情

報工学科の設置で電気系≡学科となり､三学科

元電気電子工学科助教授　旗　福　　　寛

一体として教育研究体制がとられていましたの

で3学科の卒業生は自然に電気科会員となりま

した｡

平成4年　学部改組によって電気系3学科は

電気電子工学科と情報工学科に分かれました｡

私は電子工学科の電子材料講座に所属していま

したが､この改組で講座は材料物性工学科(金

属､物理主体の学科)に組織替えになりまし

た｡そこで私も材料物性工学科に転籍になりま

した｡このことで電気系では三学科一体の教育

体制は崩れました｡

平成8年博士課程の設置のころには電気電子

工学科と情報工学科では共通する科目もなくな

り､情報工学科の卒業生を電気科会に引き留め

ることの是非をめぐって電気科会では長い検討

がなされました｡

結局､平成11年の科会総会で科会の名称を

｢電気電子情報科会｣と変更し､これまで通り

情報の卒業生も電気科会に加わることに落ち着

きました｡

理由は､この頃には情報工学科も設置20年

も経ており､卒業生も900名近くに達していた

ので､ここで900名を電気科会から分離して別

に情報科会を作るよりは､このままの方が無難

と思ったからと考えられます｡

私が材料物性工学科に在籍しているときには

材料物性はじめ､工学部の他の学科には会誌の

発行などの年行事を行っている科会はありませ

んでした｡卒業生の教官の内には電気系が学科

の同窓会､電気科会を持っていることを不思議



に感じている人がおりました｡同窓会の仕事は

-祐会に任せて教官は教育研究に専心し､研究

業績こそ上げるべき､という意見でした｡

平成12年福祉システム工学科の設置に伴い

マイナーな学部改組があり､斎藤弘先生と谷口

宏先生が電気電子から新設の福祉学科へ移動し

ました｡この時､私旗福は玉突きのような形で

材料物性工学科から電気電子工学科にもどりま

した｡

この頃､ -祐会の方では会員が1万5千名を

越え､同窓会組織の活動をきめ細かに行なうに

は学科の組織､すなわち科会を育てるべきとい

う方針が出されて､科会活動費が予算計上され

るに至りました｡その結果､現在では電気情報

以外の各学科にも科会ができましたが､会費を

決めて事業計画を実行している科会はまだない

ようです｡

ところで､平成16年､大学は独立行政法人

となり､教職員は国家公務員ではなくなりまし

た｡一方､受験人口の減少によって全国どこの

大学でも生き残りをかけて､いろいろな方策を

講じております｡

私が定年退職する平成17年度の終わり頃に､

岩手大学の経営陣から各学部の同窓会の統合化

の提案がなされました｡現在-祐会の会長は大

田原功先生､事務局長は田山典男先生です｡電

気電子情報科会としては岩手大学の動向を見な

がら両先生を強力にバックアップしなければな

らないと思います｡

しかし､大学内では今後学部や学科の離散集

合も想定されますので､同窓会の会員組織に

ついては大きな変革があるかも知れないと私は

思っています｡

以上､昭和38年4月から平成18年3月ま

で43年間の電気科会との関わりを思い出して､

定年退職に当たってのお礼の言葉に代えさせて

いただきます｡

特に定年退職が迫ってきたここ数年の間に､

私より前に会社を定年退職された卒業生の方々

から退職後の身の処し方について貴重な経験談

を頂き､感心すると共に勇気付けられました｡

(平成19年2月)
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42年間をふりかえって

会員の皆様方におか

れましては､日々ご清祥

のこととお慶び申し上げ

ます｡

昭和39年3月､工業

高校を卒業と同時に私

を含めた4名の仲間は

電気工学科に技術職員

として採用して頂きました｡私は故･藤田先生

の研究室配属となり､しばらくの間先生と同じ

居室で教育･研究に関する支援を行うこととな

りました｡

研究室では電気基礎部門を担当しておりモー

ターや変圧器､電子管回路に渡る幅広い研究を

専門としておりました｡当時学生基礎実験は一

研究室で世話係から担当全てが行われており､

自分より年上である学生相手の対応に奮闘した

のが赴任最初の用務でした｡論理回路が研究の

一つとして取り組まれており､真空管を用いた

回路作りに取り組んでいる途中で､トランジス

タ素子が入手できるようになりました｡

この2つの素子を組み入れた回路作りに挑戦

するなど､興味ある実験をさせていただいてお

りました｡時折､先生-の手伝いのなかで罫線

で囲んだ表のような印刷物を用意することがあ

りました｡その用紙は､英数字や記号の羅列の

記入に使用され､非常に時間を要する作業に使

用されていました｡この印刷の仕上げが､私に

とってコンピュータとの最初の関わり合いであ

りました｡数値や英字の組み立ては機械語のプ

ログラミングでありました｡簡単にコンピュー

タを操作するにはプログラミング言語を覚える

ことと興味を持った私は､机上でのプログラミ

ングのまねごとを始めました｡コンピュータ自

元工学系技術室技術専門員　吉　田　　　功

体､手軽に触れることは出来なく､関連資料も

少ない頃でありました｡

その後､コンピュータ利用のために県外の講

習会に参加できる機会を何度か与えていただ

き､東北大学や大阪大学へ出張し､大型コン

ピュータの使用を経験できました｡これを機に

少しずつ､プログラミングによる教育研究支援

を行えるようになりました｡しかしながら計算

を速く､大量に処理するものの､それ以外将来

何に応用されるのかと具体的な想像がつかない

頃でもありました｡

昭和50年情報工学科設立とともに居室の研

究室も移設し､研究室単位でも小型コンピュー

タを使用できる時代になってきました｡この時

期と前後し､ネットワークの試験実験も始まり､

実験や打ち合わせの手伝いとして仙台､米沢方

面へ出向く仕事もありました｡それら実験の成

果の投稿に支部大会-連名させていただきまし

た｡平成の年代に近づくにつれてコンピュータ

の飛躍的な性能向上とともに画像処理の用途が

発生し､手作りの処理ソフトウエアが早急に要

求されてきました｡私は元来､仕事のペース

が速いほうではありませんが､常にゆっくり見

守っていただくことで支援業務に集中すること

ができました｡

平成12年技術職員は待遇改善､業務の独立

性などを掲げ独立し､今日に至っておりますが､

今後の技術室の発展を願いますとともに､ 42

年間の長きに渡って大過なく定年退職を迎える

ことができましたことは､卒業生の皆様､業務

派遣先でお世話になった西谷教授をはじめ電気

電子工学科と情報システム工学科の教職員の皆

様の暖かいご指導､ご支援のお陰と思っており

ます｡真にありがとうございました｡
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一草刈賞-

｢草刈賞｣選考要項
平成16年1月7日制定

工学部学科長会議承認

1.趣　旨

盛岡工業高等学校(岩手大学の前身)電気科教授･初代科長､岩手大学工学部教授及び第4代､
第7代工学部長として岩手大学の発展に貢献された草刈遜先生のご生誕100周年を記念して､草刈
先生ご生誕100周年記念事業実行委員会からの寄附により､工学部に｢草刈賞｣を設置する｡

2.日　的

草刈先生の教えを後世に伝えるとともに､意欲的な学生生活を送った者を表彰し､その栄誉を讃
えることを目的とする｡

3.表彰対象者
表彰対象者は､工学部電気電子工学科及び情報システム工学科(以下｢両学科｣というo)を卒

業予定の学生のうち､学生の模範となる学生生活あるいは後輩の目標となる学生生活を送った者で､
原則として両学科各3名以内とする｡

4.選　考

(1)受賞候補者選考のため､ ｢草刈賞｣
(2)選考委員会は､両学科の学科長､

選考委員会(以下｢選考委員会｣という｡)を置く0
両学科から選出された教員各1名及び電気電子情報科会から

選出された者2名の計6名で構成する｡
5.受賞候補者の推薦

両学科の学科長は､受賞候補者を推薦理由書を付して選考委員会に提出する｡
6.選考結果

選考委員会は､選考結果を学部長に報告する｡
7.表　彰

受賞者には､表彰状及びメダルを贈呈する｡
8.表彰の時期

受賞者の表彰は､原則として卒業式当日に行なう｡
9.その他

本要項に定めるもののほか､実施に関して必要な事項は､別に定める｡
附　則

本要項は､平成16年1月7日から施行し､平成15年度卒業生から適用する｡

草刈賞に佐藤淳先生ご寄付

｢草刈賞｣につきましては､会誌｢きたかみ｣ 50号､ 51号､ 52号に設置経過等その詳細が報告され

ていますので皆様ご存じのことと思いますが､草刈賞は｢草刈遜先生ご生誕100年記念実行委員会｣

が草刈賞設置を目的にして基金を岩手大学に寄贈したことを受け､平成16年1月に岩手大学によっ
て制定されたものです｡岩手大学では､電気電子工学科および情報工学科を卒業する学生の中から賞
の目的にふさわしい学生を表彰することとし､寄贈された基金を元に立派な記念メダルと表彰状をお

よそ10年分用意しました(きたかみ52号を参照して下さい)｡ 11年目以降の維持につきましては見

通しがありませんでしたが､大学では草刈賞基金受け入れの準備はできており､何時でもどなたでも
寄付できる状況になっています*｡

早いもので､草刈賞は来年で発足から5回目の表彰を迎えます｡ 10回目というのも間もなくのこと
で､その後は自然消滅してしまうのかどうか大学側としても心配していたようです｡そのような折り､

平成18年2月､佐藤淳先生から草刈基金に｢50万円｣のご寄付がございました｡佐藤先生は電気工

学科教授､工学部長などを歴任され､岩手大学の発展に大きく貢献された先生です(きたかみ52号
を参照して下さい)｡佐藤先生は草刈先生を大変尊敬なさっておられ､草刈賞の存続を願って､ご自

身が80歳になった記念としてご寄付なさったとうかがっております｡これで草刈賞はさらにしばら

く存続できることとなりました｡

科会の皆様にも広くお知らせし､佐藤先生に感謝申し上げる次第です｡

*奨学寄付金という名目ですが､目的として　… ｢草刈賞｣のため"と記入していただけば結構です｡
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第3回草刈賞受賞者の紹介

☆第3回草刈賞受賞者は下記の通り(メダル番号､受賞者氏名､受賞理由の順)｡平成17年度表彰の
メダル刻印番号は010-013です｡

☆平成18年1月27日選考委員会決定､同日付で選考委員会報告書を工学部長に提出､平成18年3月
23日工学部長名で草刈賞授与｡

≪電気電子工学科≫

マレーシア出身｡流暢な日本語を駆使しつつも､更に研鐙を積んでいる｡母国と日本の文化に敬意

を払い､努力する姿勢は特筆に価する｡明るく､礼儀正しく､協調性に富み､強い責任感と忍耐力を
有する｡先輩､後輩双方から厚い信頼を寄せられており､研究室行事等では､リーダー的役割を果し
ている｡通常は大学院生が依頼されるチューターの仕事を立派に呆している｡

学習面では､電気回路学や電磁気学などの基礎科目は無論のこと､電子計算機工学､ LSI設計等の
ディジタル電子工学分野に興味を持って勉強している｡ひたむきな生活態度と学習態度は､学生の模
範である｡

甚野君は､エネルギー環境教育活動に自ら進んで参加した｡彼は､宮城工業高等専門学校からの編
入生である｡高専卒業生が得意とする｢ものづくりの能力｣を存分に活かして､自力で種々の教材を
開発し､イ-ハト-ブ科学技術展(滝沢村､イオンショッピングセンター)､おどろきのサイエンス
ショー(水沢南公民館)､ミニエネルギー展(矢巾東小学校)などの他､理科教室なども数多く実施
している｡上述の矢巾東小学校のイベントは､岩手大学と矢巾東小学校の共同企画であり､同輩学生
5人のリーダー役として､活気あふれる体験学習を実施し､教育委員会からも高い評価を受けた｡卒
業後は､三菱電機株式会社に就職｡

≪情報システム工学科≫

入学以来岩手大学のサークル｢キッズ｣に所属し､子供たちを通じて社会との交流を深めている｡
3年次にはサークルの会長として､その職責を果した｡外部団体からの要望に応え､平均月1回以上
のボランティア活動を継続して行っている｡

考古学に興味を持ち､ ｢土器片の自動復元手法｣が研究課題である｡ 4年生と修士課程の3年計画で
研究活動に取組んでいる｡土器片は､色や出土場所などを基に､人手で分類した後､それを組み合わ
せて復元するので､多大な時間と経験が必要とされている｡情報技術の導入により､そのシステム化
を図ることが目的である｡滝沢村の埋蔵文化財センターに赴き､土器形状の組み合わせ方を実体験す
るなど､研究活動への取り組みは他の学生の模範である｡

ボランティアサークル｢Dream｣に2年生から所属している他､いろいろなサークル活動に積極的

に参加し､幅広い年齢層と交流しながら､企画､宣伝､当日の受付や会計に至るまで､あらゆる役割
を進んで果している｡

｢CGにおける新しい映像生成手法に関するソフトウェア開発｣を卒業研究課題としている｡これは､
既存の映像をもとに､印象の類似した任意の大きさや長さを持つ自然な映像を自動生成するものであ
る｡基盤となる理論の理解から具体的な実現方法の検討､プログラム作成､実装など､全てに対して
粘り強く真剣に取り組んでいる｡勉学における真筆な取り組みと共に､社会との積極的な交流の中で
自らの人格の育成を行う姿勢は他の学生の模範である｡

≪第3回(平成17年度)草刈賞選考委員会委員氏名≫
電気電子工学科
情報システム工学科
電気電子情報科会

藤　原　民　也(学科長)

安　倍　正　人(学科長)

佐々木　喜八郎(会　長)
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草刈賞を受賞して

電気電子工学科　　ラティフア　モハメド

第3回の｢草刈賞｣をい

ただいてその喜びから早い
一年が経とうとしていま

毒　す｡私の4年間の学生生活

については､他の受賞者に

比べてあまり派手ではあり

ませんが､私にとってとて

も充実した4年間でした｡

日本で勉強することは私にとって青春でもあ

り､人生の中で最も自己成長ができた期間でし

た｡勉学面では､チューターの仕事や岩手大学

大学院に合格し､課外活動面では､大学祭や盛

岡さんさ踊りを楽しく過ごしました｡

振り返ってみると､私は本当に周りの人たち

に恵まれていました｡みんなは､いつも私の変

電気電子工学科　　甚野伸雄

私は､宮城高専で電気工

学科を卒業してから､編入

学で岩手大学の電気電子工

学科へ進学しました｡実質

二年間しか岩手大学で学ん

でいない私が草刈賞を頂い

ていいのか初めは戸惑って

しったのが率直な感想でし

た｡

岩手大学は平成十七年度より､エネルギー環

境教育情報センターより岩手県内のエネルギー

や環境に関する教育を進めていく拠点大学に選

定され､それについて研究を進めていくことに

なりました｡大学が地域の拠点とし活動すると

いったもの自体がここ数年のことであり､手探

りの状態で研究を進めていきました｡内容とし

ては､小中高校生を対象にエネルギーや環境問

題についてのイベントや出前授業を行って教育

を進めていくというもので､それに使う教育教

材や資料を作成して実践していくというもので
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な日本語を我慢しながら色々な意見や話を聞い

て､優しく指導して下さっています｡その優し

さは大学の生活だけではなく､社会活動で知り

合った一般の盛岡の人々にも見られます｡世間

話で気楽に日常生活について話し合っている時

も､いつも楽しく異文化を味わう雰囲気でした｡

私は盛岡が大好きで､今では盛岡が第2の故

郷のように思えます｡今の自分があるのはここ

で学生生活を送ることができたからであって､

本当にここに来て良かったと思います｡温かく

見守ってくれた両親や先生方､先輩方そして友

達には深く感謝しています｡このような賞を頂

けたことを私は一生誇りに思います｡卒業後は
一人前になって立派な講師になりたいと思いま

す｡

した｡イオン盛岡や公民館､学校等でイベント

を行ってきましたが､説明している私が子供た

ちの反応を見るのがとても楽しく､教育という

ものの片鱗を少々感じることができたことはと

ても貴重な体験でした｡

ゆとり教育の弊害が叫ばれている世論の中

で､様々な時代の影響を受け新しい教育基本法

が交付･施行され､エネルギーや環境について

の教育がこれにより､どういった位置づけにな

るかはこれからの課題とは思いますが､ますま

す重要になっていく分野であることは言うまで

もありません｡

私は､社会人になってからは関東に住んでお

り､学生時代を振り返ると､岩手県の素晴ら

しい自然の中で教育を受けることができること

は､環境問題に目を向けられる人になるために

とても良い環境であるということを感じており

ます｡そういった地に構える岩手大学工学部の

教育にご尽力された草刈先生の賞をいただいこ

とを光栄に思います｡



情報システム工学科　　高橋俊一

草刈賞を頂いてから1年

が経過しましたが､今でも

自分が受賞したという実感

が沸かない時があります｡

同時に私の大学生活に対し

て､大変名誉のある賞を

もって評価していただいた

ことへの感激と感謝の気持

ちを感じております｡

現在､私は岩手大学大学院へ進学し､研究に

励む毎日を送っております｡ある課題に直面し

ては新しいアルゴリズムで解決を試みて､また

別の課題が出てくれば別の視点から考え､それ

でも解決しなければ別の方法で-･と､お世辞に

も順調とは言えない試行錯誤の毎日です｡それ

でも､以前ならば途中で諦めてしまっていたよ

うな私ですが､今はめげずに地道ながらも少し

情報システム工学科　　中鶴間　愛

私がボランティア活動

を始めたきっかけは｢役に

たちたい｣という思いから

でした｡これまで両親を

はじめとして多くの人に

支え助けられてきました｡

私はあまり自分に自信が

ない人間でしたが､大学人

学を機に何かをしてみたいと思うようになりま

した｡そんな中､幸運にも､大学在籍中に盛岡

を盛り上げるために様々な活動をしている方と

知り合うことができました｡そして､環境､音

楽､国際交流､地域おこしなど多岐にわたるイ

ベントの手伝いをさせていただきました｡イベ

ントでは同年代だけではなく､子供から社会人､
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ずつ前進していく自分を実感します｡失敗から

得るものもあることを改めて再認識しました｡

草刈賞の受賞が無意識のうちに自分自身の自信

となり糧となり､私自身を強くしてくれたのだ

と感じております｡

もちろん､現在に至るまでの私の人生は､ま

わりの先生方､先輩方や両親､友人と多くの

方の支えがあってのものです｡特に大学生活は

様々な経験をして､様々な知識を学び､多くの

出会いを通して自分自身が一番成長できた時間

であります｡その時間を支えてくれた方々に対

して､深く感謝しております｡

草刈賞受賞を誇りに､その名に恥じないよう

日々成長し､まわりから認められるような人間

を目指していきたいと思います｡また､今度は

自分自身が､少しでも社会に貢献できるよう努

力していきたいと思います｡

ご年輩の方々と接することができ今まで知らな

かったことや､自分とは違う考え方など多くの

ことを学ぶことができました｡大変だと思った

こともありましたが､良い経験､よい刺激になっ

たと思っています｡また､活動を通して様々な

分野に興味､目を向けるきっかけになりました｡

草刈賞受賞については自分の活動がこういう

形で評価されたことを光栄に思いつつ､私なん

かでいいのかという思いでいっぱいでもありま

す｡しかし､この賞を励みにさらに頑張ってい

きたいと思いました｡

現在もイベントのお手伝いは続けています｡

日々勉強だと思いながら楽しく､みんなが笑顔

になれるように､日々精進していけたらと思っ

ています｡



第1回(平成15年度)受賞著名

001上和野　大　輔(かみわの　だいすけ)　　002菊　池　孝　信(きくち　たかのぶ)

003津　田　走　秀(さわだ　さだひで)　　　004須　藤　功　平(すとう　こう-い)

005劉　　　　路(りゅう　る)

第2回(平成16年度)受賞著名

006阿　部　雅　浩(あべ　まさひろ)　　　007高　橋　拓　未(たかはし　たくみ)

008菅　原　　潤(すがわら　じゆん)　　009小野寺　博　晃(おのでら　ひろあき)

草刈メダルと賞状

これと同じメダルを記念にはしいという会員の希望により 

用意しました01個6,000円(通し番号なし､賞状なし)o 

購入希望の方は事務局まで 
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電気電子工学科の近況

電気電子工学科　学科長･専攻長　山　田　　弘

会員の皆様にはますますご清栄のこととお慶

び申しあげます｡当学科では相葉安兵衛先生と

旗福寛先生､加藤昭二さんが退職されました｡

相葉先生は学科の一部を借りて青色発光ダイ

オードの研究と御講義､旗福先生は非常勤とし

て御講義を続けられております｡

18年度の学科の大きな問題は入試と学部改

組かと思います｡ 18年度入試は他学科同様に

走割れとなり､ 3月末に追加募集をやり何とか

定員を確保しました｡電気電子工学科は工学部

内では際だって就職の良い学科ですが､岩手大

学に限らず､全国的に電気系工学科の受験生人

気は低めです｡そのため､入試科目や配点など

をよほど慎重に考えないと､他学科なら受験者

の減少が起こらなくても電気電子工学科では起

こしてしまうようです｡理科1科目でも10年

前には1.5倍程度のひどい倍率に落ちてしまっ

た経験があります｡入試は教員の誰もが経験し

ており､歳を取れば子供の一人や二人も入試で

悩んでいるので､入試対策は簡単だという教員

の油断もあるように思います｡また､大学には

学科の運営も含めてたくさん業務があり､その

中でも入試関係は地味な割にはなんとなく責任

が重く敬遠されがちな役割のように感じます｡

長期間にわたり入試対策に取り組んでいこうと

いう奇特な教員は極めて少ないため､教員が入

試対策に強くなるのは簡単なようで難しいよう

です｡このような背景もあり､発言に対する責

任も成果に対する報酬もない組織の悪い特徴が

今回の入試結果に出たと考えられます｡今回の

受験者数の激減は､これまでの理科1科目を2

科目に変えたためですが､ 20年度以後､以前

の理科1科目に戻すことになりました｡筆者の

ように配点など多くの問題点を改善して理科2

科目の継続を唱える者は極めて少数でした｡結

局､筆者も含めて年配の者は入試のような問題

に口出しするのは良くない､という強い意見が

最も年配の教員から出されたのは､自然の成り

行きです｡入試は学科の存亡がかかる極めて重

要な課題になっていくことは避けられません｡

いずれこれからは､若手教員の考えと責任にお

いて入試対策が採られていくことになります｡

学部の入試のみならず大学院の定貞を確保す

るのも難しくなりそうです｡博士前期課程(修

士課程)は現在毎年30名以上の入学者がおり

ます｡確かに定員の3倍程度は採っているので

すが大学院での教育に特に深刻な問題はありま

せん｡ところが､外部からこの定員オーバーが

問題であることが指摘され､定員程度の入学者

数に減らす危険が迫っています｡指摘している

外部には大きな大学も含まれているようです｡

大きな大学には電気系博士前期課程だけでも

200名を大幅に上回る人数を入学させていると

ころもあります｡必然的に就職時には優良企業

は全員に行き渡りませんからこのような大学は

名前ほど学生の評判は良くないようです｡つま

り､このような大学の教員は､岩手大学の電気

電子工学科のようなところが定員以上に入学さ

せているから他大学からの受験者が少なく定員

割れを起こしそうになるのだ､と勘違いしてい

るのかもしれません｡ここでも､教員が入試対

策に強くなるのは簡単なようで難しい､ことを

感じさせます｡日本のような先進工業国は､他

の大学から多数の大学院生を集めて教育する少

数大学とそれを供給する多数大学でやっていけ

るわけがありません｡岩手大学の電気電子工学

科ようなところの大学院定員が少なすぎるとこ

ろに問題があるのではないでしょうか｡国のこ

となぞ考えずに学科のことだけ考えても難しい

問題です｡現在までこれだけの進学希望者がい

るのだから心配なさそうに思えます｡しかし､

競争試験となると学生は就職と試験の失敗を天
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秤にかけてくるので､少ない定員だから埋まる

とは限りません｡

学科改組はどのような展開になるかわかりま

せんが､前回の平成4年の改組に続き今回も晴

天の爵産でした｡前回平成4年の改組に向けて

出された案の一つには電気工学科や電子工学科

を無くして電子情報工学科にするというものが

ありました｡その他にしっかりと情報工学科も

提案されており電気系色の強い学科は全てなく

なり情報工学科が2つも出来てしまうのかと惜

然としたものでした｡今回はこのようなむちゃ

な案は出されていないものの学科構成員が一様

に驚くものでした｡今回20年度向けに最初に

提案されたのは情報システム工学科と一緒にな

る電子情報工学科案であり､学生定員が100名

のものでした｡仮にその半分が電気系としても

わずか50名の案といえます｡前回の改組では

それまでの電気工学科40名と電子工学科40名

の合計80名の定員が減らされて現在の電気電

子工学科60名となったわけですから､平成4

年以前から30名減らすことになります｡この

20年の改組計画では確かに学部全体で30名の

定員を博士前期課程に移すので学科ごとに定員

が減るのは理解できます｡しかし､中には学部

定員が増える学科もありました｡会員の皆様に

はなぜこのような案が平気で出てくるのか不思

議に思われる方が多いのではないでしょうか｡

筆者は独立法人化後に工学部などに出来た運営

委員会という新しい組織に問題が学んでいる

のではないかと考えています｡電気電子工学科

には運営委員として1人も選ばれていませんか

ら､各運営委貞が所属する学科の我田引水的な

改組案ができてしまうのではないでしょうか｡

電気電子工学科ではこの中で何が話されている

か､どのような計画が練られているか､下りて

くるまで分りません｡分った時に驚くことにな

ります｡そこで困惑と怒りに至るのは､改組に

対するいろいろな疑問を質してもすっきりした

回答が殆どないためです｡例えば､電気電子工

学科も情報システム工学科も統合してなんらよ

いことはないことが2つの学科ばかりでなく学

部内では広く認識されています｡その統合理由

は､福祉システム工学科だけを潰すには忍びな

い､といった程度の回答でした｡電気電子工学

科のみならず情報システム工学科からもこの

最初の改組案に対しては大きな反対意見が出ま

した｡その結果､合わせて120名の定貞に増や

す代案が出されて少しは改善されているのです

が､それらの案もはたして最終的にはどのよう

な形に収まるのか予断を許さない状況です｡前

回の改組でも電気系学科として最低の形を留め

ることができましたが､今回もはたして弱者を

助ける神様が現れてくれるか､藁にもすがる思

いです｡しかし､この頃はすがると本当に藁み

たいのものが多いように感じます｡前回の改組

では､電気電子工学科が犠牲になり改組がなん

とか可能になったから博士後期課程ができた､

次の改組では電気電子工学科の定員を少なくて

も元の規模にしたい､などという話は反故にな

りかけていると感じます｡

今回の改組案は幾つかの大事なことを気付か

せてくれました｡御承知のように独法化後は地

域貢献などが一層声高に叫ばれています｡確か

に電気電子工学科は就職が良すぎるのでどうし

ても就職先は関東を中心として全国的にならざ

るを得ません｡それでも､地域貢献と電気電子

工学科の縮小を結びつけるのは無理というもの

でしょう｡地域貢献を言いながら､陰では電気

電子工学科の縮小案を練る者など､あまり想像

したくない方々が学科の周囲をうようよしてい

ることを浮き彫りにしたのが今回の改組案でし

た｡このようなわけで今回はこれまでの近況と

異なり楽しくなる報告はできませんでした｡来

年は次の学科長が間違いなく山ほど楽しい話題

を送ることができると信じておりますのでご期

待願います｡先輩諸兄の皆様には､今後とも一

層のご支援とご指導をよろしくお願い申し上げ

ます｡最後に会員の皆様方のご健勝と一層のご

活躍をお祈り申し上げます｡
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情報システム工学科の近況

情報システム工学科　学科長･専攻長　西　山　　　清

電気電子情報科会会員の皆様におかれまして

は益々ご清栄のこととお慶び申し上げます｡

さて､情報システム工学科の近況を紹介致し

ます｡今春､情報システム工学科には70名(定

員68名)の学生が入学しました｡この内の1名

はマレーシアからの留学生です｡入学式後の各

学科での父兄懇談会には､多数のご父母の皆様

に参加して頂き､大学への期待の大きさを改

めて感じた次第です｡入試状況は､この3年間

の倍率が1.5倍前後と残念ながら低迷していま

す｡情報系の人気低迷は岩手大学に限るもので

はなく全国的な傾向です｡昨年度の入試では､

首都圏の複数の有名私立大学の情報関連学部の

応募者が､この3年間で約5割(大学によって

は6割)減少したことが大手予備校から報告さ

れています｡この原因は少子化やバブル以降の

情報通信分野の不況やリストラの影響も考えら

れますが､一昔前のようなコンピュータやIT

が最先端技術であると言った印象が薄れている

ことも一因と考えられます｡しかし､これは一

方で情報通信技術(ICT)が社会の基盤技術とし

て成熟して来た結果とも言えます｡実際､大学

院への進学率も年々向上し､本学科では学部学

生の40%程度が博士前期課程に進んでいます｡

次に､今年度の就職状況ですが､団塊世代の

大量退職を控えていることもあり､バブル以来

の売り手市場です｡特に博士前期課程(修士)

修了生の就職は良好で､東芝､三菱電機､三菱

自動車､凸版印刷､ヤンマー､ヤフー､ケンウッ

ド､アンリツ､ /示.-チキなど､東証一部上場企

業への就職が好調です｡また､学部卒業生を中

心に､アイシーエス､システムベース､岩手日

報､東北銀行などの地元企業にも多くが就職し

ています｡さらに､博士後期課程(博士)修了

生の民間企業-の就職も好転しており､東芝本

社から内定を得ている学生もいます｡この傾向

は数年続くものと思われます｡

教育面では､平成20年度以降に工学部･工

学研究科の大幅な改組が予定されています｡こ

れにより､学部定員や大学院定員の見直しが進

んでいます｡学部では情報システム工学科と電

気電子工学科との合併案も提案されています｡

また､教員は全学的な組織である学系に所属す

ることになり､大学､学部､学科運営が抜本的

に再構築されます｡

研究面では､科学研究補助費や外部資金の獲

得も活発になっており､海外-の論文の投稿も

増えつつあります｡また､この4月には岐阜大

学から原美オサマ助手が､徳島大学からはルウ･

シン助手が着任し､今後の活躍が大いに期待さ

れいます｡

また､千葉則茂教授が今年度から岩手大学地

域連携推進センター長に就任し､多方面で活躍

されています｡ 7月には､岩手大学のOBであ

る産業技術総合研究所の大蒔和仁氏と日立アド

バンストディジタルの横浜本部長平畠茂氏をお

招きし､組み込みシステムに関する講演会を開

催しました｡学生では､博士前期課程の村木祐

大君が第22回NICOGRAPH論文コンテスト

で審査委員特別賞を授賞しました｡

最後に､情報システム工学科一同一丸となっ

て､社会が求める人材育成により一層の努力を

重ねて行く所存でおります｡今後とも､会員各

位のご支援･ご理解のほど宜しくお願い致しま

す｡
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電気系学科の構成員名簿

電気電子工学科(学科長藤原民也教授) 劍�饑�5h5�6X8�ﾔ逢x怩逢x怏+x��Gｹ�9�ﾈｻ8���

講座 ��Ykﾂ�氏名 俎Xﾜ��職名 倩�kﾂ�

教授 �;��8�2�計 算 機 仆8��厚井裕司 
電 1+ デ 仆8��馬場守* 刹ｳ授 ��ﾉ$ｩ�x裵�

教授 �ｨ��Wb�仆8��安倍正人 

ノヾ 傚Xｻ8��西館数芽* �5b�助教授 凭冦��8ﾔｲ�

イ 俎X蹌�久保田賢二 *フロンティア材料 �5��助教授 ��69�ﾘ譴�

ス 劍6��講師 兌ﾘ�(ｴﾘ謦�

工 劍8��助手 �:�圸dﾉ���

学 刹@能工学専攻所属 乂r�助手 俚):��ﾒ�

教授 ��ｩwH��[ｨ���知 能 仆8��渡蓮孝志 
電 千 仆8��田山典男 刹ｳ授 ��ﾈ�)�B�

シ ス 傚Xｻ8��恒川佳隆 �5b�助教授 倅�h�y?��

チ 傚Xｻ8��長田洋 �5��6��助教授 ��)�姐b�
ム 工 傚Xｻ8��大坊真洋 �8��講師 冦��ｨ�)&｢�

学 傚X薰�佐藤宏明 乂r�助手 �(i$ｩ+ﾈ謦�

香 仆8��藤原民也 �8��教授 ��ywI�Yl��Ea 気 仆8��山田弘 �6b�42�助教授 俑�nﾈﾕx�8���

エ ネ 傚Xｻ8��高木浩一 �4��5b�助教授 凉ｸ覃ﾘB�

ル ギ 傚Xｻ8��旗福寛 �5��講師 �:�gｹ(僣��

ー コ二 傚X薰�成田晋也 度�ｲ�8��助手 俎)m�4��

学 傚X薰�向川政治 乂r�事務補佐員 佶ﾉ68-�*�.��

技 術 那 偃YD8ｵｨ���ｩnY�X蹴�加藤昭二 亰｢����YB�技術専門員 ��ｩF靫h躋�主任技術専門職員 儉(･�ｲ�偃YD8ｵｨ���ｩnY�Y.R�吉田(＼功 

技術専門職貞 亳Y&��h謦�亰ｨ���ｩnY�X蹴�阿部英志 

技術専門職員 ��ywIl韵r�亰ｨ���ｩnY�X蹴�那須川徳博 

技術専門職員 ���68ﾔ韭��亰ｨ���ｩnY�X蹴�萩慮由香里 

技術専門職員 估�68ﾔyk��亰ｨ���X蹴�ｵｨ���X蹴�庄司こずえ 福岡誠 
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《支部だより》

平成18年度仙台支部総会

平成18年度の仙台支部総会懇親会は平成18

年7月22日(土)ハ-ネル仙台で33名が参加

して開催されました｡また昨年に続き､当日総

会開催時刻前に北山輪王寺で草刈先生の墓参会

(6名参加)を行いました｡

総会懇親会には本部から佐々木会長､大学か

ら千葉則茂教授(情報システム工学科)にご出

席をいただき科会と大学の現状についてお話を

頂きました｡

総会では今年度の本部特別施策である支部活

性化特別費を有効に活用するため別記の二つの

事業が決定しました｡

総会に引続き電気3回卒千葉二郎会員(東北
工業大学客員研究員､元東北大学工学部教授)

による｢最近の研究から一特に重力場を中心に

して-｣と遺して記念講演をいただきました｡

その後の懇親会は例年のとおり先輩後輩隔て

なく和気藷々の交流が展開されました｡

平成19年度の総会は7月21日(土)ハ-ネル

仙台で開催予定です｡

Ⅰ支部活性化特別費よる事業

1.仙台支部の歩み　作成

科会発足以来本部と一体となって行動して

きた支部活動などについて､記録が散逸さ

れないよう掘起し､整理保有して今後の活

動に生かす｡

2.定例会員集会の開催

会員が集まる機会を多く設けることによっ

て科会の活性化､会員間の情報交換の活性

化､人材育成につなげ､あわせて役員会開

催などの経費節減を図る｡

開催回数　年3回(総会と合せると年4回
の会合)

プログラム　i　話題提供(ミニ講演会

会員持回り)

ii　会員相互近況報告など情

報交換

実施体制　定例集会委員会を設置して実施

定例会員集会の開催案内などは
http ://iueeisendai.hp.infoseek.co.jp/index.html

をご覧下さい｡

平山典明　柏葉安宏　　　　中村真史　　　　　　　　　田代良二板葦正登

電子2　　電電2　　　　　電気42　　　　　　　　　　電気29　電子3

小原左武生小原四郎横井哲夫浦田　寛浦山郁夫藤原昭二小原　典　佐藤　晃　久保書紀　吉田浩士　千葉浩克阿部紀行佐藤雄-郎野坂武弘
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《支部だより》

平成18年度東京支部大会
東京支部長　揮　藤　隆　一

今年の東京支部大会

は電気電子情報科会総

会東京開催と併せて平

成18年6月10日(土)

アルカディア市ヶ谷で

行い､ 89名の参加でし

た｡前の東京開催は平

成14年6月1日(土)

霞ヶ関ビル33Fの東海

大学校友会館で72名の参加でした｡本来6年

に1度の東京開催ですが､草刈先生ご生誕100

年記念行事の関係で間が詰まりました｡連絡が

遅くて､もう予定を入れていたとかの苦情もあ

り反省しております｡ホームページのような片

側通行の手段では限界があります｡やはり本部

一学年幹事-同期生という垂直+水平のプラス

型連絡網を整備しないといけません｡大会では

1)支部長挨拶･活動報告

2)会計報告(平成16年～17年度)

3)会計監査報告

4)規約改正(莱)･次期役員(莱)

を審議し､いずれも提案通り承認されました｡

主たる改訂は

①　役貞幹事に事務局を加える

②　役貞幹事の任期を4-2年とし､ 1年毎改

選とする

③　支部大会開催間隔を2年-1年とするとい

う点です｡隔年開催では間延びするので会員交

流を活発化しようという主旨ですが､懇親会費

を1万円-8千円とダウンしてなるべく多くの

方に集まって頂くことを狙いました｡役員体制

は

支部長　揮藤隆一(再任電気47年)

副支部長　山田　均(再任電気47年)

山内利明(再任電気55年)

柴田隆昭(新任電気37年)

山口　裕(新任電子48年)

会計　　畠山　主(再任情報54年)

会計監査　寺井正行(再任電気41年)

事務局　飛世政和(再任電気44年)

と二名増｡副支部長にベテランと中堅を追加し

て､年代層や学科に配慮し､コミュニケーショ

ンの円滑化を図りました｡

講演会は『光から電気-､電気から光へ』と

いう題で柏葉安兵衛先生にお願いしました｡

大々的に報道された酸化亜鉛(ZnO)を使った

青色LEDの量産化可能な方法の開発成功に関

連したお話を､大学の歴史や学生時代の写真､

チヤグチヤグ馬この写真などをまじえながら柔

らかくお話頂きました｡また中村修二さん(現

カリフォルニア大学サンタバーバラ校教授)は

じめ徳島大学卒業技術者が圧倒的多数を占める

異色の企業日亜化学が化合物半導体分野で大き

な利益を上げていることに関連して､酸化亜鉛

LEDが実用化されたときの大きなインパクト､

夢も語られました｡この講演があったので広い

年代層に参加頂けたと思います｡

平成19年も東京支部では学年幹事を組織し

て楽しい集まりを企画します｡どうぞご期待

ください｡またご協力のほどお願い申し上げ

ます｡各種情報は支部ホームページで-広告を

カットし､サーバーの容量を増強しました｡今

回も-祐会在京他支部:東京金属物性科会､東

機会､きたかみ会からご来賓の出席を頂き､相

互交流して各支部総会の模様をホームページに

掲載し､各科の会員の皆様にご案内しています｡

あたかも-祐会東京支部のホームページの如き

役割を果たしたいと考えます｡検索エンジンで

lUEEtTOKYOと入力して下さい｡

ー17-



《支部だより》

平成18年度盛岡支部総会

盛岡支部平成18年度総会は､平成18年7月8日18:00より､盛岡市｢エスポワールいわて｣に

於いて開催されました｡出席者は16名でしたが､イベントとして行った｢鎌田徳美先生･入江泰先

生の思い出を語る会｣には､出席した皆様からエピソードを交えたお話があり､和気諸々とした雰囲

気で盛会におわりました｡

総会は長田洋会員の司会で進行し､歳弘健盛岡支部長のあいさつ､佐々木喜八郎科会会長の祝辞の

あと議事に入りました｡平成17年度は体制固めということで実施事業はなく､平成18年度は本部か

ら支部活性化特別費として10万円配布を受けて､新事業として①HPの開設､ ②幹事の勧誘､ ③学

生の総会出席会費の無料化､ ④職場単位での勧誘を積極的に行うものとし､さらに見学会を実施する

ことが承認されました｡役員については八重樫啓一理事の逝去(平成18年6月)に伴い､旗福寛氏

を理事に推挙し承認されました｡

なお､千葉則茂先生が大学代表の副会長(科会本部)に就任されスピーチをお願いしましたので次

に記します｡また｢鎌田徳美先生･入江泰先生の思い出を語る会｣の収録は別項に掲載しましたので

ご覧下さい｡

大学情報:千葉則茂先生(電気電子情報科会副

会長)

此のたび副会長を仰せつかりましたのでよろ

しくお願い致します｡まず､大学の情報をお

話いたしたいと思います｡私4月から大学の方

で地域連携推進センター長をやらされておりま

す｡当センターは､法人化と共に､従来の技術

移転や共同研究を推進する地域共同研究セン

ターと､生涯学習教育研究センター､地域共同

研究センター､機器分析センター､またインキュ

ベーションラボ機能を統合して設置されたもの

であり､その後さらに地域司法機能を拡張して

きております｡いわゆる岩手大学と地域との連

携を推進するための総合窓口を担当する部局で

あります｡

工学部に関係する最近の話題としては､北上

市､奥州市との連携で､それぞれ｢金型技術研

究センター｣と｢鋳造技術研究センター｣が設

置されております｡さらに近々花巻市との連携

で｢複合デバイス技術研究センター｣が設置

される予定です｡またこれらを統合して｢融合

化ものづくりセンター｣とし､地域と連携した

革新的なものづくり技術の開発を進める計画で

(歳弘　健)

す｡また､現在盛岡市が当センターに隣接して

｢盛岡市産学官連携研究センター｣を建設して

おり､来年度より本学との連携で､大学発ベン

チャーの育成や本学と共同研究を行う企業の研

究開発センターとして活用していただくことに

なっております｡

話は変わりますが､同窓会については､同窓

生である教員の減少とともに､学生には同窓会

そのものが見えていないと思います｡入学前に

会費を支払わされたという悪い印象があるのみ

で繋がりがわからないと思います｡それをどう

繋ぐかは､例えば､社会へ出て活躍している卒

業生の方々に大学にお出で頂き､学生向けの講

演会を開くなど､同窓生の存在を学生に見える

ようにしていくのが良いのかなと思います｡学

生にとっても同窓生にとっても､同窓生や大学

の互いの活躍を知ることはお互いに大変刺激に

なり同窓の意識を高めていくことに繋がること

と思います｡

今後益々､大学はやはり同窓会との関係は深

くしていかなければならないと思いますので､

今後ともご協力をお願い致します｡
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鎌田徳美先生･入江泰先生の思い出を語る会

はじめに先生方のお写真､御経歴など30枚ほどを編集したプレゼンテーションを作成し､スライ

ドショーを行いました｡その後座談会形式で､思い出を語り合いました｡

鎌田徳美先生の思い出

山崎時男;昭和14年に盛岡高等工業が発足し

ましたが､鎌田先生が最初にいらして4月に入

学試験を行いました｡ 6月に入学式を行いまし

たがその時に草刈先生がいらっしゃいました｡

翌15年春に入江先生が赴任されました｡この

3人のお先生だけは､その後定年までお勤めに

なられました｡

佐々木喜八郎;鎌田先生の講義の時の黒板は英

語のスペルで一杯でしたね｡

高木三郎;私が弘前の高工へ就職したとき､他

の先生のものは無いのに､何故か鎌田先生の

ノートだけがありました｡そこで先生の真似を

して黒板に英語を書いて見ましたら､非常に評
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明治35年2月

大正8年3月

大正11年3月

大正14年6月

昭和14年6月

昭和16年6月

昭和25年5月

昭和38年4月

昭和42年3月

退官後

鎌田徳美先生御経歴

12日　青森県青森市にて出生

青森中学校卒業
仙台高等工業学校電気工学科卒業

仙台高等工業学校助教授

盛岡高等工業学校助教授

同校　教授

岩手大学発足　工学部助教授

岩手大学工学部教授

岩手大学定年退官

青森中央短期大学教授

表彰
昭和42年7月

昭和44年7月

昭和46年4月

昭和46年7月

昭和48年11月

昭和53年11月

叙勲

昭和15年7月

昭和19年3月

昭和53年11月

消防庁長官賞
内閣総理大臣賞

岩手県危険物協会連合会会長賞

岩手県警察本部長賞

日本電気協会｢渋沢賞｣

労働大臣賞

勲八等瑞宝章
正六位勲六等瑞宝章

正四位勲三等瑞宝章

昭和53年11月18日　ご逝去　行年76歳

判がよく面目をほどこしたことがありました｡

山崎時男;鎌田先生は英語に堪能で進駐軍の通

訳をされておりました｡また､電気製図を担当

されており､校章､襟章､校旗の図案化をしま

した｡科会旗も先生の手によるものです｡また､

先生は温厚で､教育熱心で社会貢献､特に消防

では電気火災に大いに尽くされました｡

小野寺瑞穂;博学な鎌田先生は社会的にも人気

があり､特に当時鑑識のお仕事だったのか､電

気火災の検証に携わっておられました｡火災

が発生した翌日は､多忙で休講になるかと期待

したものでした｡授業があっても"昨日の火

事は-?"と火事場ならずとも水を向けると



火災状況や原因を滑々と話される事もありまし

た｡学生の面倒見もよく｢カマちゃん｣の愛称

で慕われ､また博識者として社会的にも著名で

あったと思われます｡

佐々木喜八郎;卒業後同級生が集まると､しょっ

ちゅう鎌田先生のお宅にお邪魔しておりまし

た｡私どもがお邪魔したとき写真を撮ってきま

したが､高級ウイスキーなどで歓迎してくれま

した｡奥さんが椅麗な方でしたね｡

細川哲男;私の父が青森中学で鎌田先生と同窓

だった関係で､よく可愛がってもらいました｡

卒業してから正月2日は同級会で集まって､そ

の後先生の家によく押しかけたものです｡奥さ

んが椅麗な人で､また娘さんが3人おりました｡

それを目標に行ったものですが誰も射止められ

なかった｡先生のお宅-お邪魔したのは､我々

だけかと思っていましたが皆さんも行っておら

れたのですね｡

小沢甚一郎;私が昭和51年2月に岩手医大で

胃がんの手術で入院していたところ､その1ケ

月後に鎌田先生が豚臓がんで入院された｡そこ

で先生のところ-お見舞いに行って｢先生､悪

いところを切れば､若返って長生きしますよ｣

と言いましたら先生は非常に喜びましてね｡そ

の後秋田の娘さんのところで3年ぐらい入院さ

れていたようです｡

私が東北電力におったとき､八戸でテレビのサ

テライトの送信アンテナの前に送電線があって

雑音が入って大変でした｡そこで鎌田先生のと

ころへ相談に行って､その指導のもとに送電線

の金具を溶接で固定したところ､雑音がぴたっ

と収まり問題を解決しました｡これにより東

北電波管理局長賞をもらったと記憶しておりま

す｡

佐々木喜八郎;鎌田先生がスケート国体のフイ

ギュアの県監督だったのをご存知ですか､八戸

の第6回のスケート大会で､先生が監督で私が

選手でした｡

山崎時男;戦後盛岡でスケート国体が行われま

した｡当時は冬季国体ではなく､スキーとスケ

ートはそれぞれが別々に行われていました｡初

めは高松の池ではなかったかと思われますが､

立て続けに盛岡で行われました｡上田の大学グ

ランドに水を張ってスケートリンクを作りまし

た｡当時陸上にリンクを作るということは画期

的なことで､鎌田先生が製作管理を担当しまし

たね｡佐々木喜八郎さんはフィギュアの岩手県

代表でプレーしていました｡

太田原　功(欠席､コメント寄稿)

鎌田先生の思い出;

どんな話でも黙って聞いてくださる先生でした

ので折にふれてお邪魔して愚痴を聞いて頂きま

した｡

授業の際には必ず上下揃いのスーツにネクタイ

をキチンと締めておられました｡雰囲気とニオ

イから2日酔いとわかる朝の1時間目の授業で

あっても､常に身だしなみを整えていたことは､

講義マナーの模範として私も実行に努めていま

す｡

泊りがけの宴会には必ず､愛用の和服を持参し

着用しておられました｡私は和服を持っていな

いので､真似は出来ませんが､素晴らしい身だ

しなみでした｡

ウイスキーの味を知らなかった頃のこと､先生

のお宅にお邪魔したとき､大切に保存していた

高級ウイスキー｢ブック?｣の味を知り､空に

したことは未だに申し訳ない気拝で一杯です｡

日本酒は舌の上で転がしてから飲み込めと教わ

り､真面目に守っています｡
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入江泰先生の思い出

山崎時男;入江先生は理論家､情熱家でした｡

盆栽が好きで入江先生のご退官記念に電気科の

玄関先に皆で石庭を作りました｡今でもありま

すね｡入江先生は初め発送配電をやっておりま

したが､トランジスタが普及し始めてから電子

工学の方へ移りました｡

入江先生はテニス､野球などをやっていました｡

当時盛岡では工尊､農尊､師範､医尊の4校で

野球のリーグ戦をやっていました｡ 22年ごろ

当時医尊が強かったのですが､私が3年生の時

優勝しました｡その頃入江先生は随分野球に肩

入れしていましたね○その後スキーやテニスを

やるようになったと思います｡

細川哲男;入江先生は声が大きく､いろいろと

ぉ叱りを受けた記憶があります｡同級生の太田

圭一さんから一言言伝がありますのでご紹介し

ます｡太田さんが高校の先生になって､電気系

の授業を受け持つことになり､ 4ケ月間母校へ

内地留学した折､入江先生に弱電を教えていた

だき､非常にその後の授業に役にたったと感謝

しております｡入江先生はもともと弱電専攻で

入江泰先生御経歴

明治41年3月23日　福島県にて出生

大正14年3月

昭和5年3月

昭和8年3月

昭和8年4月

昭和15年4月

昭和24年5月

昭和35年4月

昭和42年4月

昭和46年11月

昭和48年4月

昭和48年4月

仙台第一中学校卒業

山形高等学校卒業

東北帝国大学工学部電気工学科卒業

台南高等工業教員拝命

盛岡高等工業教授で赴任

岩手大学発足同工学部助教授

岩手大学工学部教授

岩手大学評議員

岩手大学工学部長

岩手大学定年退官

八戸工業大学教授

昭和52年11月24日　ご逝去

同日　叙勲　従三位勲二等瑞宝章

したが､赴任当初は強電を自分で勉強しながら

学生に教えていたようです｡

小野寺瑞穂;私たちは先生と友達みたいな付き

合いはありませんでした｡ちょっと気むずかし

く思われ､私は近寄り難く思えました｡私が県

内希望の就職先が決まらないまま卒業が近づい

たある日､廊下でお会いした先生が急に私に近

寄り､強く手を握りしめ､ ｢大丈夫だ｡君のこ

とは､僕も先生方皆応援しているからな｣と涙

を浮かべて励ましてくれました｡講座も違う先

生に励まされ感動しました｡非常に情熱的な先

生でしたね｡

相葉安兵衛;入江先生には電子工学を教えてい

ただきました｡当時は､後にノーベル賞を受賞

した江崎玲於奈さんが｢エサキダイオード(ト

ンネルダイオード)｣の論文を発表して間もな

かったのですが､入江先生はその論文を授業に

取り入れて詳細に説明してくださいました｡翌

年の東北大学大学院の入試にこの｢江崎ダイ

ォ-ド｣が出題されましたが､お蔭さまで解答

することが出来､入学することが出来たと感謝
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しており､思い出として強烈に残っています｡

斉藤　弘;私が卒業研究の時に､入江先生はト

ランジスタを8個購入して､そのうち6個を卒

業研究に使わせてくれました｡トランジスタの

作動増幅器､直流増幅器の温度特性の改善を研

究することになりました｡これはNHKの電波

が強いと測定出来ず｡放送が終わった後の真夜

中に測定を行いました｡卒業研究はうまく行き

まして先生からもよくやったとお褒めの言葉を

頂ました｡私は一旦民間に就職したのですがま

た大学-戻って教職に就きました｡入江先生は

大変きついことをおっしゃるのですが､よく面

倒をみてくれました｡また自宅-も呼ばれてご

馳走になりました｡ご退官される前に印象深い

お言葉は､ ｢家を建てるのは若いうちにおやり

なさい｡いま私は家を建てるのですが､面倒く

さくってこれじゃろくな家を作れそうにない｡｣

とおっしゃられておりました｡御退官後その家

に住まわれて､何年もしないで倒れられました

ね｡

佐々木喜八郎;昭和23年9月カザリン台風に

襲われまして､一関が大洪水により被害を受け

たのですが､当時我々学生は応援に行こうでは

ないかと言うことで､体育館に急速集まりまし

※座談会には欠席しましたが後で投稿してきました※

た｡このことを聞きつけた学校当局は当惑し､

学生を制止すべく入江先生が駆けつけて来られ

て｢学期末試験を目の前にして何事か､君たち

は学業を本分としているのではないか､お前た

ちの情熱はドンキホーテの情熱に等しい｡｣と

一人皆の前に立ちはだかって制止したのでし

た｡結果的には学校の許可をもらい､約一週間

一関に救援に行きまして後片付けなどを手伝い

ました｡

太田原　功(欠席､コメント寄稿)

入江先生の思い出;

入江先生は理詰めでない話には中々乗らない先

生でした｡

学生の氏名を覚えようとしないことも特徴の一

つでした(お前が何故｢○○｣であるか理由が

無いから､が口癖)｡職員としてお手伝いする

ようになっても中々私の名前を覚えて頂けませ

んでした｡

100mほどのご近所に住むようになった頃の或

る日､突然防虫剤散布器を持って来られて､防

虫液が余ったからと言い訳をされながら､拙宅

の家庭菜園に防虫剤を散布してくださって恐縮

したことがあります(暖かい人情家でもありま

した)｡

鎌田先生の思い出

鎌田先生の思い出は私としては沢山あるよう

な気がする｡しかし紙面の都合もあるだろうか

ら幾つか挙げることにしよう｡

その1鎌田先生と最初に会ったのは僕等だ!

-22-

電1回　阿　部　源　祐

鎌田先生と最初にお会いしたのは電気科第1

回生のうち入学試験を盛岡会場で受験した僕等

だ｡その時の面接試験の担当が鎌田先生であっ

た｡その為か入学後も何となく親しみを感じる

気がした先生でした｡



その2　英語が得意な先生!

最初の授業の時に英語で書かれたガリ版刷り

の教材を渡され､ベラベラと講義を始めたのに

は驚かされた｡またガリ版作成はご自分である

と聞き感心したものだ｡最初の試験のときに英

文で問題を出された時は､その間題を訳すのに

時間が掛かり更に驚いたものだった｡余りにも

英語が達者なので､学生の間に先生はなぜ｢英

語が得意だろう｣という話が噴かれたものでし

た｡

その3　天神町のお宅も､苦園町のお宅も卒業

生と学生で賑やかでした!

私も盛岡に転勤になってからは､よく先生の

お宅にお伺いし御指導を仰ぎました｡特に正月

などは卒業生､学生が沢山押しかけておったよ

うです｡その賑やかな声が近所一帯に響いたと

の噂があるくらいでした｡

その4　科会の会合には喜んで毎回出席する先

生でした!

先生は電気科会の総会には必ず出席され､二

次会までも快く付き合って下さいました｡和服

でキャバレーに行き､楽しそうにダンスを踊ら

れてお出でになった姿が思い出されます｡科会

の総会で思い出されることで忘れられないこと

があります｡それは総会のあと大分気分よく酔

われたので､二三人でお宅までお送りしたとき､

玄関で寝てしまったので中にお連れしようとし

たら､奥さんが｢酔いが醒めると起きるからそ

のままでよい｣と言われるのでその晩は帰った

が､心配なので次の日の午後にお伺いしたら､

前夜の罰則として｢薪割り｣をされているとこ

ろでした｡奥さんが｢お弟子さん達が来ました

よ｣と告げられると､良いところに来たと喜ん

で｢薪割り｣を止めてこられたのが思い出され

ます｡しかも昨夜の続きだといって､またお酒

をご馳走になって帰りました｡

その5　子供さんたちに良く恵まれた先生でし

た!

先日の盛岡支部の｢鎌田先生の思い出を語る

会｣でお嬢さん達の話が出ておったようですが､

長女の方は横手のお医者さんに嫁がれたし､次

女の方は東大出の国鉄のキャリア組(最後は常

務理事)に嫁がれたようです｡三女の方は正月

にお邪魔したとき丁度ご夫婦で来られており､

ご挨拶を受けて驚いたことに､ご主人の方は私

と中学同期でまた電気科第1回卒業生で戦死し

た小原君の弟さんでした｡そのご長男の方も岩

手大学を卒業されNECで活躍されておったよ

うです｡

鎌田先生の思い出はまだまだ尽きませんがこ

の辺で筆を閉じる事にします｡

鎌田先生は卒業生が訪ねて来るのが本当に楽

しみのようでした｡珍しく昭和39年のお正月

は卒業生の訪問が少なかったようです｡その時

の年賀状です｡
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平成18年度電気電子情報科会総会

東京支部長　揮　藤　隆　一

東京での電気電子情報科会総会は6年に1度
ですが､草刈先生のご生誕100年記念事業に併

せて仙台で行われた総会との関係で前回から4

年後の開催となりました｡佐藤先生の叙勲祝賀

会から半年後､平成18年6月10日(土)同会

場のアルカディア市ヶ谷(私学会館)で行いま

した｡思いのほか直前申し込みが多かった上に

当日キャンセルゼロ､当日参加2と合計89名

の盛会となりました｡東京支部大会との併催の

ため来賓挨拶が多過ぎるとか､席次表の準備を

忘れるとかいろいろ失敗がありました｡
-祐会会長に就任された大田原功先生(岩

手県立大学副学長)も見えました｡相葉安兵

衛先生と旗福寛先生もめでたくご退官されご

挨拶をいただきました｡菊池昭雄氏(電気2･

S29)が平成17年秋の叙勲で旭日小綬章に輝い

たお祝いも行いました｡恩師を囲み､同期や先

輩､後輩と再会を喜ぶ楽しい会でした｡

講演会は『光から電気-､電気から光へ』と
いう題で柏葉安兵衛先生にお願いしました｡酸

化亜鉛(ZnO)を使った青色LEDの量産化可能

な方法の開発成功の関連をわかりやすくお話い

ただき､この講演があるために集まった若手も

多く､広い年代層に参加頂きました｡

懇親会は電気電子工学科長の代理で藤原民
也教授､情報システム工学科長の西山清教授､

他会からのご来賓もまじえて盛大に行われ､余

勢を駆って2次会になだれ込みました｡

関連する内容は｢支部だより｣でも報告して
いますのでご覧ください｡

参加者多く2回に分けて撮影しました｡東京支部ホームページにも掲戟
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平成18年度岩手大学電気電子情報科会総会議事録

日　時:平成18年6月10日(土) 15:40-

場　所:アルカディア市ヶ谷(東京都千代田区)

出席者:89人

1.開会

2.会長挨拶　佐々木喜八郎会長

3.議長及び書記選出

議長:揮藤隆一　(電気S47年卒業)

書記:下田喜美雄(電気S47年卒業)

4.議事

第1号議案　平成17年度事業報告

第2号議案　平成17年度決算報告

事務局より上記2議案の報告の後､旗福寛

会計監査より｢会計監査の結果､適性かつ正

確であったことを認める｣旨の報告があった｡

講演会｢光から電気へ　電気から光へ｣
講師　柏葉安兵衛先生

その後､ 2議案を一括審議し､異議なく拍

手で承認された｡

第3号議案　平成18年度事業計画(莱)

第4号議案　平成18年度予算(莱)

事務局より上記2議案の説明があった後､
一括審議した｡異議なく､拍手で承認された｡

第5号議案　平成18年度役員選出(莱)

事務局より配布資料に基づいて説明があ

り､相葉安兵衛氏が大学退職により副会長か

ら理事に｡新副会長に､千葉則茂氏という案

が提出され､異議無く､拍手で承認された｡

5.その他　　特になし｡

6.閉会(16:05)

菊池昭男氏(電気2回S29年卒)

｢旭日小綬章｣に輝く``おめでとうございます''

こ～んなに集まりました
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平成18年度電気電子情報科会役員名簿

(平成19年1月1日現在)

役職名 倩�kﾂ�卒業(卒回) 仂駝��b�電話 ��

会長 俚(�盈旭ﾉJｩ��昭28(気1) 舒(訷ﾊxﾔ鮎hｵｨ��5ｨ985��ｲ�01粥54-1265 俐ID2�

副会長 // // 理事 /y /rJ fr, // ′′ 理事.事務局 �>ﾉYﾙz�&｢�45(子1) �019｢635-1115 俐ID2�

千葉則茂 鉄�斡3#2��岩手大学工学部情報システム工学科 ���蔦c#�ﾓcCcR�新任 

鳥谷部達雄 小野寺瑞穂 関享士郎 相葉安兵衛 井上隆志 田山典男 鉄b���2��#宙ｴ3"��3B斡3r��3ｈｴ3����C�斡3�2��C�斡3�B��㈱アイシーエス 岩手大学地域連携推進センター 岩手大学工学部電気電子工学科 ���蔦cS�ﾓ#c#b���蔦cCrﾓCs#r���4��ｳcc"ﾓ#��"���蔦c#�ﾓc3モ���蔦c#"ﾓ3C途���蔦c#�ﾓc3�"�再任 再任 再任 新任 再任 再任 

塚本英雄 鼎R斡3�ｒ�㈱アイシーエス ���蔦cS�ﾓ#c#b�再任 

柳橋好子 鼎R育����岩手県地域婦人団体協議会 ���蔦cCふcc#��再任 

理事.事務局 �+y69vﾒ�62(気35) 舒(詹�Xｧxﾔ逢yYI6Hｴ96H��ﾔ逢x怩�019-621-6381 俐ID2�

理事.事務局 冦��ｨ�)&｢�平3(情13) 舒(詹�Xｧxﾔ逢yYH�饑�5h5�6X8�ﾔ逢x怩�蓼ｮ霽i�Xx｢�019-62ト6488 俐ID2�

理事.盛岡支部長 俐靫�"�33(気6) �019-663-1284 俐ID2�

理事.東京支部長 况ﾙ:�{(爾�47(気20) �048-422-9201 俐ID2�

理事.仙台支部長 俤i:�ﾉ"�38(気11) ��Y��6I�ﾘﾔ鮎hx｢�4��ｸ7�6��Xﾔ鮎b�圸696Hｴ8x｢�022-216-3111 俐ID2�

会計監査 /I 顧問 /y // 相談役(元会長) // /y /y /y 亶��ﾉ?��y��ｯ浦���ﾛ):���躡68�8爾�ﾛ(�盈鞍�b��)YHﾋ唔u2�ﾛ):�ﾋ儖ﾂ�ﾘ)m井���圸69�飩｢�38(気11) 38(気11) 特別会員 /y // 16(専1) 17(専2) 17(専2) 18(専3) �0197⊥65-5881 019-635-4239 019-662-4563 019-641-1203 019-641-3355 022-273-や072 019-647-8271 019-662-1198 019-635-1225 俐ID2�ﾜID2�ﾜID2�ﾜID2�ﾜID2�ﾜID2�ﾜID2�ﾜID2�ﾜID2�

小沢甚一郎 ��ｉ�｣2��自由業 ���蔦cc2ﾓCC#B�再任 
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役職名 倩�kﾂ�卒業(卒回) 仂駝��b�電話 ��

相談役(元会長) // // 幹事 〟 // // /r/ // ′′ // // /rJ // // ′′ /y // /r, ′′ ′′ // // // // /y // /y �)YI+x爾�ﾝy�ﾉ4�&｢��Y68ﾋHﾏr�19(専4) 24(専8) 30(気3) 舒(訷ﾊyzy�Xｧxｷｸﾌ9%ｨｯｩ�XｧyYB�019-662-3324 019623-7776 0193-64-2230 俐ID2�ﾜID2�ﾜID2�

村上佳次 傴｣#���｣R��東北有放興業㈱ ���4��ｳc#"ﾓcssr�再任 

和田守之助 金孝博 庄子幸男 外川俊隆 久保田賢二 �#R��｣鋳�3"斡3R��3宙ｴ3�"��C�斡3�B��C"斡3�R��和田酒店 横河電子機器㈱ 岩手大学工学部電気電子工学科 ���蔦c#"ﾓ#C#"���蔦cSBﾓ�3S����蔦c3ふS#�����蔦cCrﾓ#3�"���蔦c#�ﾓc3コ�再任 再任 再任 再任 再任 

平孝清 鼎2斡3�b��岩手医科大学 ���田S�ﾓS����再任 

宮手敏雄 池野正樹 菊池政四 鼎B斡3�r��Cb育�"��Cr斡3#���岩手日報社 ㈱川徳 ���蔦cS2ﾓC������蔦cc"ﾓcsCR����映ﾓcX6s�����再任 再任 再任 

岡英夫 鼎ｈ����B��岩手大学工学部電気電子工学科 ���蔦c#�ﾓc3ヲ�再任 

杉村洋一 鼎宙��R��いわて生協 ���蔦cビﾓ�CC��再任 

池内達 鉄�育�b��岩手県企業局 ���途ﾓsBﾓ#�C��再任 

今野幸洋 鉄2斡3#b��盛岡市役所 ���蔦cS�#C����再任 

千枝泰航 鉄B������岩手県庁 ���蔦cS�ﾓ3����再任 

野崎明裕 鉄R斡3#ｒ�岩手県庁 ���蔦cS�ﾓ3����再任 

藤尾勉 鉄b育��"��岩手県企業局 ���健ﾓcc�ﾓC#���再任 

佐藤信 鉄r育��2��岩手大学工学部情報システム工学科 ���蔦c#�ﾓcCs��再任 

~大沢崇 鉄宙�綯��㈱グレープシステム ���蔦c3Rﾓ�c���再任 

佐藤文昭 鉄宙���R��㈱ⅠBC岩手放送 ���蔦c#:#3����再任 

泉揮栄 田�育��b��盛岡セイコー工業㈱ ���蔦c�"ﾓ3S���再任 

立花龍一 田���繧��㈱アイシーエス ���蔦cX6s#c#b�再任 

高橋康浩 田"斡33R��岩手県警察本部 ���蔦cS2ﾓS�S��再任 

佐々木真嗣 田"育��ｒ�㈱アイシーエス ���蔦cX6s#c#b�再任 

千葉明嗣 田2��貳��盛岡市水道部 ���蔦c#2ﾓ�C���再任 
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年会費納入表
平成19年1月末現在

電気 劔電子 劔情 ��兩�� 

卒業年 ��(ｼh�)�B�請求者数 僞ｹ?ﾈ�)�B�納入率(%) ��(ｼh�)�B�請求者数 僞ｹ?ﾈ�)�B�納入率(%) ��(ｼh�)�B�請求者数 僞ｹ?ﾈ�)�B�納入率(%) ��(ｼiD��

S16 �3"�13 唐�61.5 �� �� �� �� �3�b�

S17 都2�20 途�35.0 �� �� �� �� �3�r�

S18 都��27 免ﾂ�40.7 �� �� �� �� �3���

S19 都2�32 ��B�43.8 �� �� �� �� �3���

S20 都��34 ��B�41.2 �� �� �� �� �3#��

S21 ���0 ���0.0 �� �� �� �� �3#��

S22 塔"�48~ �#r�56.3 �� �� �� �� �3#"�

S23 塔R�56 �#��50.0 �� �� �� �� �3#2�

S24 �3R�24 ��B�58.3 �� �� �� �� �3#B�

S25 �#R�15 途�46.7 �� �� �� �� �3#R�

S26 免ﾂ�8 �"�25.0 �� �� �� �� �3#b�

S27 �� ��0.0 �� �� �� �� �3#r�

S28 �#B�18 ��2�72.2 �� �� �� �� �3#��

S29 �#"�13 免ﾂ�84.6 �� �� �� �� �3#��

S30. �#2�17 湯�52.9 �� �� �� �� �33��

S31 �32�24 ��"�50.0 �� �� �� �� �33��

S32 �3B�23 ��"�52.2 �� �� �� �� �33"�

S33 �3R�27 ��B�51.9 �� �� �� �� �332�

S34 �#R�22 ��B�63.6 �� �� �� �� �33B�

S35 �3"�26 ��R�57.7 �� �� �� �� �33R�

S36 �3B�23 唐�34.8 �� �� �� �� �33b�

S37 鼎2�37 �#R�67.6 �� �� �� �� �33r�

S38 �3R�28 �#"�78.6 �� �� �� �� �33��

S39 鼎��31 ��r�54.8 �� �� �� �� �33��

S40 田��46 �#��45.7 �� �� �� �� �3C��

S41 田r�46 �#��43.5 �� �� �� �� �3C��

S42 鉄B�45 �#"�48.9 �� �� �� �� �3C"�

S43 鉄R�40 ��b�40.0 �� �� �� �� �3C2�

S44 都B�53 ����34.0 �� �� �� �� �3CB�

S45 鉄��39 ��R�38.5 鼎r�35 唐�22.9 �� �� �3CR�

S46 鼎B�35 ��R�42.9 鼎2�30 途�23.3 �� �� �3Cb�

S47 �3R�31 ����32.3 鼎B�29 ����34.5 �� �� �3Cr�

S48 �3b�23 途�30.4 �3b�28 免ﾂ�39.3 �� �� �3C��

S49 �3b�20 ����50.0 �3R�16 澱�37.5 �� �� �3C��

S50 �32�31 ��B�45.2 �3R�19 釘�21ユ �� �� �3S��

S51 �3r�31 途�22.6 �3��21 澱�28.6 �� �� �3S��

S52 �3��29 ����34.5 �3"�19 釘�21.1 �� �� �3S"�

S53 �32�25 釘�16.0 鼎B�25 迭�20.0 �� �� �3S2�

S54 鼎"�23 迭�21.7 �3��25 途�28.0 �3r�28 �"�7.1 �3SB�

S55 �3��23 �"�8.7 �3"�21 迭�23.8 �3"�22 �2�13.6 �3SR�

S56 �3r�29 唐�27.6 鼎2�27 途�25.9 �3��28 途�25.0 �3Sb�

S57 �3b�34 釘�ll.8 �3��18 途�38.9 鼎2�35 途�20.0 �3Sr�

､S58 鼎��24 �"�8.3 �3r�23 釘�17.4 �3��22 ���4.5 �3S��

S59 �#��20 �"�10.0 �#2�14 迭�35.7 �3r�20 �"�10.0 �3S��

S60 �3R�22 澱�27.3 �3B�19 ���5.3 鼎B�29 澱�20.7 �3c��

S61 鼎��31 迭�16.1 鼎2�35 釘�ll.4 �3b�17 �2�17.6 �3c��

S62 �3R�27 湯�33.3 �3��26 �2�ll.5 �#��17 �"�ll.8 �3c"�

S63 �32�22 澱�27.3 �#2�19 釘�21.1 鼎��29 �2�10.3 �3c2�

HO1 �#r�24 �"�8.3 �32�21 �"�9.5 �3b�27 澱�22.2 売���

HO2 鼎2�38 澱�15.8 鼎"�36 迭�13.9 �32�20 ���0.0 売�"�

HO3 鼎b�35 釘�ll.4 鼎��35 釘�ll.4 鼎R�37 �2�8.i 売�2�

HO4 鼎��26 �"�7.7 鼎r�36 釘�ll.1 �3��28 途�25.0 売��

HO5 鼎��42 唐�19.0 鼎B�26 釘�15.4 鉄��42 ���2.4 売��

HO6 鼎��36 迭�13.9 鼎B�36 途�19.4 鼎R�38 �2�7.9 売��

HO7 鼎��45 ���2.2 鉄"�37 迭�13.5 鼎r�42 ���/2.4 売��

HO8 田r�56 釘�7.1 �� ��0.0 鉄��50 �"�4.0 売��

合計人数 �#3#��1617 鉄s2�35.4 ����r�676 ��3��20.6 都#��531 鉄b�10.5 俘xﾇi�ﾉ�B�

平成8年まで(学部卒業生)

全卒業者数 全請求者数 全納入者数 納入者/請求者 納入者/卒業者
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電気系学科年表 �6Hｴ96H���饑�怦檠D餠ﾂ�

自平成18年2月 俾兌ﾙ�ﾃ�吋�(ﾈ��

至平成19年1月 倩ｩ[ﾙ�ﾃ�僖��ﾈ��

平成18年(2006年) 兌ﾙ�ﾃ�吋窿#��iD竰�

2/3最終講義《電気学会東北支部学術講 演会≫(17番講義室).｢光から電気, 電気から光を-太陽電池と発光ダ イオードの研究-｣,相葉安兵衛教授 2/7入学願書受付締切.電気電子工学科: �"�(*ｸ+ﾘ*�-ﾚ9](�効醜橙�

前期1.0倍,後期5.1倍,情報システ 宙ｮ(詹�Xｧxﾔ逢yYI6Hｴ96H��ﾔ逢x怦檍ｶ2�
ム工学科:前期1.4倍,後期5.5倍 2/8-9平成18年度大学院工学研究科博士前 期課程第2次入学者選抜試験.電気 電子工学専攻4名合格,情報システ ム工学専攻6名合格 2/10平成18年度大学院工学研究科博士後 期課程第2次入学者選抜試験.電子 情報工学専攻5名合格 2/17修士論文審査会(電気電子工学専攻) 2/20修士論文審査会(情報システム工学 専攻) 2/23卒業研究発表会(情報システム工学 料) 2/25平成18年度個別学力検査(前期日程) 3/1卒業研究発表会(電気電子工学科) 俯｢��2��(*ｸ+ﾘ*�-ﾚ3S(ﾘiJﾘﾗ3C���YB�

3/8前期日程合格者発表.電気電子工学 �2��i?ﾈ檍醜ｫﾘﾇﾘ檠�X+�x.ﾘ+��

科40名,情報システム工学科48名 宙ｮ(詹�Xｧxﾔ逢yYI6Hｴ96H��ﾔ逢x怦檍ｶ2�

3/12平成18年度個別学力検査(後期日程) 俐r��

3/22後期日程合格者発表.電気電子工学 �2��I�i?ﾈ檍醜ｫﾘﾇﾘ橙�

科7名,情報システム工学科13名 宙ｮ(詹�h耳7ｨ6X8ｲ��

3/23岩手大学卒業式(岩手県民会館). 伜����#Ci�ﾂ�
工学部第54回卒業生:459名(電気 電子工学科69名,情報システム工学 科64名,情報工学科2名) 大学院工学研究科博士前期課程第37 回修了生:201名(電気電子工学専攻 33名,情報システム工学専攻36名) 大学院工学研究科博士後期課程第8 回修了生:9名(電子情報工学専攻0 名) 3/31電気電子工学科相葉安兵衛教授 定年退職 電気電子工学科旗福寛助教授 定年退職 技術部加藤昭二主任技術専門職員 定年退職 ��c8����ｪ��ﾈ�8�ﾈ�(��樞�
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技術部吉田功主任技術専門職員
定年退職
原美オサマ,慮析(ルウシン)の両氏

を情報システム工学科助手に採用

岩手大学入学式(岩手県民会館).
工学部入学者: 469名(電気電子工

学科70名,情報システム工学科70名)

3年次編入学生:電気電子工学科8名,

情報システム工学科5名
大学院工学研究科博士前期課程入学
者: 224名(電気電子工学専攻38名,

情報システム工学専攻27名)

大学院工学研究科博士後期課程入学
者: 17名(電子情報工学専攻7名)

計測自動制御学会東北支部第228回
研究集会/INS電子デバイス研究会

第32回講演会(-祐会館)

電気電子工学科ソフトボール大会

開学記念日

平成19年度推薦編入学試験.電気電
子工学科3名合格,情報システム工

学科1名合格
新入生宿泊研修(国立岩手山青少年
交流の家)

岩手大学COEセミナー《電気学会
東北支部学術講演会≫ (岩手大学図書
館セミナ一室). ｢パルスパワー技術

開発と産業応用｣,秋山秀典氏(熊本

大学大学院自然科学研究科教授)
平成18年度公開説明会･研究室公開
地域連携セミナー･情報通信分野(17

番教室). ｢産総研におけるオープン
ソースソフトウェア開発状況と組み

込み系への適用可能性について｣,大

蒔和仁氏(S49電子卒,産業技術総

合研究所研究コーディネータ)
地域連携セミナー, ｢組み込みシステ
ム｣, 《情報システム工学科,地域連

携推進センター,情報メディアセン
ター,情報処理学会東北支部,岩手県,

ICS共催≫ (-祐会館)

①基調講演｢岩手県における組み込
みシステム産業振興の取り組み｣岩

手県商工労働観光部産業振興課主査
小野和紀氏

②招待講演｢産総研におけるオープ
ンソースソフトウェア開発状況と組

み込み系-の適用可能性について｣

㈱産業技術総合研究所研究コーディ
ネータ大蒔和仁氏, ｢組み込み分野企

業の最前線｣ ㈱日立アドバンストデ
ジタル横浜本部本部長平畠茂氏

5/23

5/27

7/8

電気電子情報科会会計監査

(岩手大学工学部電気電子工学科会議

室)

平成18年度第1回理事会
(国保会館)出席者11人

平成18年度総会にむけて

議案書の審議
総会の役割分担等

東京支部大会

(アルカディア市ヶ谷)

電気電子情報科会18年度総会

(アルカディア市ヶ谷)出席者89人
17年度事業報告

17年度決算報告･監査報告

18年度事業計画

18年度予算

18年度役員選出

盛岡支部総会

(エスポワールいわて)出席者16人

｢鎌田先生､入江先生の思い出を語る
会｣
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7/ll-12　平成19年度一般編入学者選抜試験.

電気電子工学科12名合格,情報シス
テム工学科7名合格

7/14　　　学術講演会《電子情報通信学会東北

支部主催≫ (工学部17番講義室).

｢光ブロードバンドユビキタスの取組
みと次世代ネットワークの展望｣,狩

野利之氏(S61電子卒, NTT東日本)

平成19年度大学院工学研究科博士前

期課程推薦入学者選抜試験.情報シ
ステム工学専攻6名合格

情報システム工学科スポーツ大会

平成18年度大学院工学研究科博士
前期課程入学者選抜試験. 《平成18

年10月入学≫情報システム工学専攻
2名合格

平成19年度大学院工学研究科博士
前期課程入学者選抜試験. 《平成19

年4月入学≫電気電子工学専攻25名
合格,情報システム工学専攻24名合

檎

平成18年度大学院工学研究科博士
後期課程入学者選抜試験. 《平成18

年10月入学≫電子情報工学専攻3名
合格

平成19年度大学院工学研究科博士
後期課程入学者選抜試験. 《平成19

年4月入学≫電子情報工学専攻2名
合格

9/25_27　電気電子工学科工場見学《関東地区≫

(東芝京浜事業所,新日本無線川越
製作所,パイオニア川越事業所,富

士通川崎工場･研究所).引率:大坊,

山田教員(参加者40名)
9/27　　　電気電子工学科工場見学《東北地区≫

(岩手東芝エレクトロニクス).引率:

叶教員(参加者31名)
9/27-9/29　大学院工学研究科博士前期課程電気

電子工学専攻修士学位論文中間審査
9/29　　　平成18年度岩手大学修了式･卒業式

(岩手大学農学部付属農業教育資料館).

工学部:6名(情報システム工学科1

名)

大学院工学研究科博士後期課程:コー
ス2名(電子情報工学専攻2名) +

論文博士1名
10/2　　　岩手大学入学式(岩手大学事務局).

大学院工学研究科博士前期課程: 2名

(情報システム工学専攻2名)
大学院工学研究科博士後期課程: 5名

(電子情報工学専攻3名)

10/5　　　電気電子工学科特別講義(H51番講

7/22

8/26

仙台支部総会｣

(ハ-ネル仙台)出席者33人

支部活性化特別費による事業
役員改選

平成18年度第2回理事会

(国保会館)出席者13人
各支部の報告
｢きたかみ｣ 53号について

新入会員歓迎会について

第4回草刈賞選考について
年会費徴収について

その他

-34-



義室).｢移動体通信の今とこれから -生活に役立つケータイの実現に向 けて-｣,吉揮和弘氏(NTTドコモ 経営企画部経営企画担当部長) 10/13電気電子工学科特別講義(17番講義 塞).｢電気から学ぶ｣,佐藤利三郎氏 (東北大学名誉教授,仙台EMC研究 ･センター推進部会部会長) 10/24電気電子工学科特別講義《電子通信 情報学会東北支部学術講演会≫(-祐 会館). ｢EMCのための電磁界の視覚化｣, 越後宏氏(東北学院大学工学部教授) 10/28-29大学祭(オープンキャンパス) ll/7電気電子工学科経営実践学特別講義 (25番講義室).｢これからの企業が求 める技術者像-経営者が期待するも の-｣,梅良之氏(S42年電気卒, ㈱TTK代表取締役社長) ll/6大学院工学研究科博士前期課程情報 システム工学専攻2年特別研修発表 会(12月中旬まで大講座単位) ll/18平成19年度推薦入学試験.電気電子 工学科12名合格,情報システム工学 科17名合格 ll/29大学院工学研究科博士前期課程電気 電子工学専攻1年次中間発表会 12/8電気電子工学科経営実践学特別講義 ��"�(*ｸ+ﾘ*�-ﾚ9](�効醜橙�

(25番講義室).｢通信ネットワ∴クと 宙ｮ(詹�Xｧxﾔ逢yYI6Hｴ96H��ﾔ逢x怦檍ｶ2�

デバイスビジネス｣,土屋治彦氏(辛 都宮大学工学部教授) 12/15-22大学院工学研究科博士後期課程会予 備審査会(情報システム工学講座) 俯｢��

平成19年(2007年) 兌ﾙ�ﾃ�僖窿#��yD竰�

1/12平成18年度情報処理学会東北支部研 究会(-祐会館) 1/12電気電子工学科経営実践学特別講義 (25番講義室).｢半世紀に亘るサラ ���#)�cH����ｪ��ﾉ�俟ﾈ効醜橙�

リーマン生活を振返って～サラリー 宙ｮ(詹�Xｧxﾔ逢yYI6Hｴ96H��ﾔ逢x怦檍ｶ2�
マンの心得～｣,池田隆夫氏(S35年 俯｢��

電気卒,富士通エフ.アイ.ピー㈱ ���#y[ﾙ�ﾃ�吋�7��c8��yﾘ馼橙�

前代表取締役社長) 宙ﾙ�]ｸ檍ｭ著��逸#�9�ﾂ�

1/20-21大学入試センター試験 丿X迚YH,ﾉ_�ﾙ����ｪ��ﾉ�俟ﾈ,�,(*(,B��i?ﾈ檍醜ｫﾘﾇﾘ檍,�,(*(,B�(*ｸ+ﾘ*�-ﾚ3S8ﾘh,ﾉ��+ｸ�8ｻX,�,"�*(,B�D陞��*X��8ｻX,�,(*(,B�[ﾙ�ﾃ�僖�7��ﾘ檍,�,(*(,B�+ｸ,ﾉ�ﾂ�
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ばっけ(ふきのとう)

編　集　後　記

前年の､あの大雪はどこの国のことだったのかと戸惑うほどの暖冬でした｡

みなさま､いかがお過ごしでしょうか｡

｢きたかみ｣ 53号をお届けします｡

この53号には相葉先生､旗福先生､吉田弘さんにご寄稿いただきました｡ありがとうございます｡

また､盛岡支部だよりには､鎌田先生と入江先生の思い出を語る会の様子が載っています｡両先生

の懐かしいお姿とエピソードに､学生時代のご自分に戻られた方もいらっしゃることと思います｡

今年も事務局3人で､何とか発行までこぎつきました｡至らぬ点や落ち度があるかと思います｡ど

うぞお許しください｡

この暖冬で､ 1月に｢バッケ｣が顔を出し､びっくりしま

した｡ ｢バッケ｣をお忘れの方､写真だけですが､盛岡の春

の香りをお届けします｡

編集委員

事務局　電気62年卒

情報平3年卒

電子45年卒

洋　男　子

彰好

田村橋長木柳
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平成19年度総会並びに懇親会開催のご案内

平成19年度の電気電子情報科会総会は､下記のように開催することになりましたので御案内申し

上げます｡なお､盛岡支部総会も併せて行います｡会員各位の多数のご参加をお待ちしております｡

なお､住所や勤務先等の確認にも使用させて頂きますので､綴り込みのハガキで総会への出欠を､

1ケ月前の平成19年5月9日までにご連絡を頂きたくお願い申し上げます｡

記

日　　　時　平成19年6月9日(土)

盛岡支部総会　　　午後2時30分～3時00分

総　　　　会　　　午後3時00分～4時00分

講演　会等　　　午後4時00分～5時00分

懇　親　会　　　午後5時00分～7時00分

場　　　所　いわて国保会館

盛岡市大沢川原三丁目7-30

TEL　019-623-4321

議　　　題1.平成18年度事業報告､決算報告承認

2.平成19年度事業計画案､予算案審議

3.その他

講　演　会　演題｢地上デジタル放送のチャンネルかけひき｣講師:井　上　隆　志　氏(電気40年卒)

｢地上デジタル放送の実情(仮題)｣　　　講師:杉　本　　務　氏(電気33年卒)

懇親会会費　5,000円(懇親会席上で､昨年秋･今年春に叙勲された方を御紹介し､祝意を表します｡

叙勲された方を御存知の方はお知らせ下さい｡)

連　絡　先　総会出欠･叙勲された方の紹介等､会誌｢きたかみ｣に綴り込みのハガキを使用するか､

下記事務局宛電話､ FAX又はE-mail等でご連絡下さい｡

岩手大学電気電子情報科会事務局(岩手大学工学部電気電子工学科432号室)兼

電気電子工学科担当　　長　田　　　洋　TEL ･ FAX 019-621-6381

E-mail osada @ iwate-u.acjp

情報システム工学科担当　　木　村　彰　男　TEL･FAX　019162116488

E-mail kimura @ cis.iwate-u.ac,jp

庶務会計･学外担当　　柳　橋　好　子　TEL･FAX 019-686-2253

E-mail t.k-yngbs @ nifty.com


